
●松山・白石の鼻巨石群振興会の設立総会
（20分）
代表挨拶
役員紹介

●白石の鼻巨石群プレゼン（30分）
①活動ビデオ5分間
②白石の鼻巨石群の魅力
③これまで12年間の活動＆これからの活動

2021年3月20日（春分）



松山・白石の鼻巨石群振興会

令和3年役員

・代表：仲矢文和（高浜公民館長）
・副代表：森茂喜（高浜町）
・副代表：二神君人（高浜町）
・会計監査：武智国吏（勝岡八幡神社宮司）
・事務局長：篠澤邦彦（会社員）
・自治体担当：毛利雄一朗（公務員）
・監事：大石寿郎（自営業）
・理事：福井ひとみ（自営業）

外部顧問
・前田 眞（愛媛大学社会連携推進機構 地域連携コーディネーター）



松山・白石の鼻巨石群振興会

R3/3/20(春分の日）

篠澤邦彦

～これまでの活動とこれからの活動～



松山・白石の鼻巨石群での活動紹介
2008/01 白石の鼻巨石群の調査活動を開始
2008/3/22 春分の夕日のラインと「三ツ石」の空洞が一致していることを発見
2008/6/20 夏至の夕日のラインと「夏至の三ツ石」の配列が一致していることを発見
-------------------------------------------------------------------------------
2008/9 秋の夕日の観賞会を初開催！
2009/4 調査委員会発足（5名）
2009/12 亀石の空洞が冬至のラインと一致していることを発見
2009/6 松山市・坂の上の雲フィールドミュージアム活動支援事業に採択
（5年間連続）

・夕日の観賞会は13年目 50回開催！

・シンポジウム 7回目！

・磐座学会（全国大会）での発表 4回！
延べ1万人以上には「白石の鼻の素晴らしさ！」を伝達！

NHK、あいTV、愛媛CATV、全国紙4紙、愛媛新聞等報道多数！



～これまでの12年間～

調査研究＆情報の伝達をメインにしてきた。



世界の古代遺跡
との類似性

白石の鼻巨石群の魅力



エジプト：三大ピラミッドとスフィンクス（世界遺産）

主流の説では、紀元前2500年頃

古王国時代（クフ・カフラー・メンカフ
ラー王が）建造。



北

東



英国・ストーンヘンジ（世界遺産）

紀元前2600年～2000年頃建造か？



夏至の朝日に合わせている。



➢ 古代遺跡は太陽や星と連動しているものが多い

➢ 実は、松山にもそれらに匹敵するものが存在
する！

➢松山・白石の鼻巨石群



「白石の鼻巨石群」の形状（空洞）と
配置は太陽軌道と合っている！

伊予のストーンヘンジ



「太陽軌道と合っている」というの
は100％事実！

再現性がある！



春分（秋分）頃の太陽光線



夏至前後の夕日

夏至の三ツ石に差し込む夕日



春分（秋分）頃の夕日、直接光



冬至前後の夕日

冬至前後、亀石のわずかな隙間を通過する神秘的な光



「白石の鼻」の巨石群の主な構成

観測台

亀石

白
石
の
鼻

※春分秋分頃の日の入り
（9/23=270.2度）
直前の太陽光線

※冬至の日の入り
(12/22=242度、12/14＝242.3度）
直前の太陽光線
冬至の双子岩の間に光が差し込む

H23.6作成

※夏至頃の日の入り
（6/22=299.3度）
観測台の側壁に沿って沈む。

約30度
（29.1度）

約30度
（28.2度）

※夏至の日の入り※夏至、冬至頃の日の入り

北（0度）

東（90度）

南（180度）

西（270度）

夏至の三ツ石

冬至石
冬至の双子岩

白龍石（三ツ石） 方位度の表し方

※冬至頃の日の入り約１時間前
の太陽光線、233～235度

※夏至頃の日の出約１時間後
の太陽光線 約70度



琉球大学名誉教授・海洋地質学者：木村政昭氏

「石の組み方など自然科学的な面からは説明できず、200％遺跡に
間違いない」（H24/9/23 愛媛新聞報道記事より）



2013/9/23
（毎日新聞愛媛版より）

イースタ島のモアイ修復に携わった世界的石工・左野勝司氏

過去の地震でも崩れないバランスに驚き「（自然でも人工
でも）想像できないようなことになっているのは現実だ！」



「巨石群は重心を考えたような構造になっている」
として人工物との説に理解を示した。
（愛媛新聞2014/9/14）

安土城の石垣を造った石工集団の技を受け継ぐ
穴太衆・第14代粟田純司氏



2016/5/15 愛媛新聞

米国の宇宙物理学者
ハリエット・初音・夏山氏が来訪

「古代人によって造られたとし
たら、技術だけでなく美術的
にも素晴らしい」
（2016/5/15 愛媛新聞）



ツタンカーメン王墓の隠し部屋
を調査した！

地中レーダ探査技士
（故）渡辺広勝氏！の講演会

「当時陸地だった場所に古代人
が築いた可能性がある」と指摘。
（愛媛新聞 平成28年9月21日）



日本天文考古学会に論文を発表！
2019年1月



～これからの10年～
地域活性化へ如何に活用して行くか。

松山・白石の鼻巨石群振興会へ



第3条（目的）

この会は松山市高浜町の松山・白石の鼻巨石群を中
心に他団体や組織と連携しながら松山西部地区、島嶼
部の観光・文化を中心とした地域活性化に寄与するこ
とを目的とする。



①地域住民を主体とした季節の二至二分（夏至・冬至・春
分・秋分）での夕日の観賞会・観測会の実施

② シンポジウム、ウォーキング等のイベントの実施
③ 白石の鼻巨石群の保全活動及び保全への提言活動
④ 外部へのホームページ、ブログ、勉強会等による情報
発信

⑤ 瀬戸内海周辺の巨石文化の調査研究を行うための調

査機関として松山・白石の鼻巨石群リサーチセンターの
設置、運営

第4条（事業）



①夕日の観賞会



②ウォーキング～白石の鼻から経ケ森周回



③環境整備～説明板の整備や海岸清掃



50万フォロワーを誇る観光サイト「瀬戸内Finder」さんに掲載していただきました。



松山市の観光スポット30選。道後温泉だけじゃな
い！四国最大級の街、愛媛県のおすすめ。

第１０位にランク



～阪急交通社～ 四国パワースポットツアー （1/28）



第３条 （目的）

この会は松山市高浜町の松山・白石の鼻巨石群を
中心に他団体や組織と連携しながら松山西部地区、
島嶼部の観光・文化を中心とした地域活性化に寄与
することを目的とする。



第５条（会員）
この会の会員は、第3条の目的に賛同して入会した以
下の者とする。 

（１）正会員 ：団体の活動、運営に携わる個人又は団体
⇒1000円/年間

（２）賛助会員：団体の活動を応援する個人又は団体
⇒無料

会員を募集開始します。



私たちの活動の趣旨にご賛同いただける方のご参加をお
待ちしています。

白石の鼻巨石群の素晴らしさを1000年先
に伝える活動に参加しませんか？
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